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は
じ
め
に

　

明
石
市
で
は
『
新
修　

明
石
市
史
（
仮
）』
刊
行
に
向
け
て

二
〇
一
一
年
度
か
ら
明
石
市
史
編
さ
ん
委
員
会
を
設
け
て
事
業
に
取
り

組
み
、〝
明
石
〟
の
歴
史
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
調
査
の
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
史
・
資
料
の
公
開
や

研
究
の
成
果
を
逐
次
報
告
す
る
た
め
二
〇
一
八
年
か
ら
市
史
研
究
紀

要
『
明
石
の
歴
史
』
を
発
行
し
、
さ
ら
に
、
隔
号
で
そ
の
別
冊
と
し
て
、

一
つ
の
調
査
テ
ー
マ
に
絞
っ
た
報
告
書
を
編
集
・
刊
行
し
て
き
た
。
こ

れ
ま
で
、
二
〇
一
八
年
度
に
二
号
別
冊
『
明
石
の
瓦
』、
二
〇
二
〇
年

度
に
四
号
別
冊『
明
石
の
酒
』、そ
し
て
二
〇
二
三
年
度
に
六
号
別
冊『
明

石
の
燐
寸
（
マ
ッ
チ
）』
を
刊
行
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
一
つ
の
調
査
テ
ー
マ
に
絞
っ
た
報
告
書
は
、
市
史
編
さ

『
明
石
の
燐
寸
（
マ
ッ
チ
）』
刊
行
を
め
ぐ
っ
て

宮
本　
博

Field  　
Reports

1

写真 1　地域調査報告書と『明石の歴史』、『同別冊』
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ん
委
員
会
に
よ
る
編
集
以
前
か
ら
あ
り
、
明
石
民
俗
文
化
財
調
査
団

の
編
集
に
よ
り
『
明
石
の
農
村
』（
二
〇
一
五
年
）、『
明
石
の
漁
村
』

（
二
〇
一
六
年
）、『
明
石
の
宿
場
』（
二
〇
一
七
年
）、『
明
石
の
城
下
町
』

（
二
〇
一
八
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
明
石
市
の
中
で

歴
史
的
に
特
徴
の
あ
る
地
域
を
中
心
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
調
査
を
行
っ

た
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
地
域
調
査
の
流
れ
を
継
続
す
る
た
め
、
市
史

編
さ
ん
事
業
の
中
に
位
置
付
け
、
市
史
研
究
紀
要
『
明
石
の
歴
史
』
別

冊
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
別
冊
の
テ
ー
マ
設
定
や
調
査
・
執
筆

は
主
に
市
史
編
さ
ん
委
員
会
の
地
域
部
会
が
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
近

世
部
会
や
近
代
部
会
な
ど
他
の
部
会
の
協
力
を
得
て
い
る
。
テ
ー
マ
に

つ
い
て
は
、
市
内
全
域
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
特
色
あ
る
産
業
を
取
り

上
げ
て
き
た
。

明
石
の
マ
ッ
チ
産
業

　

明
石
に
お
け
る
マ
ッ
チ
産
業
は
、
明
治
期
わ
が
国
第
一
の
貿
易
港
で

あ
り
、
後
に
国
内
最
大
の
マ
ッ
チ
製
造
地
と
な
る
神
戸
で
マ
ッ
チ
製
造

業
に
参
入
し
た
辰
馬
本
家
酒
造
の
影
響
を
受
け
、
一
八
八
九
年
（
明

治
二
十
二
）、
主
に
酒
造
家
の
事
業
多
角
化
の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
事
業
者
も
増
え
て
順
調
に
発
展
す
る
が
、
昭
和
戦
前
期
の
統

制
経
済
に
よ
り
縮
小
す
る
。
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）
に
は
ア
メ
リ

カ
軍
の
空
襲
に
よ
り
、
マ
ッ
チ
関
係
の
工
場
も
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

る
が
、
戦
後
、
マ
ッ
チ
の
統
制
撤
廃
に
よ
る
多
く
の
新
規
参
入
者
を
得

て
や
が
て
全
盛
期
を
迎
え
る
。
し
か
し
、
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
の
普
及

や
タ
バ
コ
離
れ
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
へ
の
自
動
着
火
装
置
の
採
用
・
普
及
な

ど
に
よ
り
、
需
要
の
減
少
が
急
激
に
進
み
一
九
七
五
年
頃
（
昭
和
五
〇

年
代
）
に
、
明
石
市
内
で
マ
ッ
チ
の
製
造
を
行
う
工
場
は
姿
を
消
し
た
。

　

直
接
マ
ッ
チ
製
造
に
携
わ
っ
た
人
や
、
そ
の
製
造
風
景
や
工
場
の
外

観
を
目
に
し
た
人
な
ど
、
マ
ッ
チ
製
造
が
市
内
で
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と

を
多
く
の
人
が
記
憶
し
て
い
る
。
し
か
し
、
小
規
模
な
工
場
や
家
庭
で

の
内
職
仕
事
な
ど
が
多
か
っ
た
た
め
、
当
時
の
具
体
的
な
様
子
を
伝
え

る
よ
う
な
記
録
や
資
料
な
ど
が
少
な
く
、
ま
た
マ
ッ
チ
づ
く
り
の
灯
が

消
え
て
五
〇
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
、
資
料
の
廃
棄
、
さ
ら
に
マ
ッ
チ
自

体
が
日
常
生
活
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
今
、
明
石
で
マ
ッ
チ
と
い
う
も
の
が

盛
ん
に
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
で
、
今
残
っ
て
い
る
資
料
や
記
憶
を
少
し
で
も
ま
と

め
て
、
後
に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
調
査
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。

基
礎
資
料
調
査

　

二
〇
二
一
年
三
月
に『
明
石
の
酒
』を
刊
行
し
た
直
後
か
ら〝
マ
ッ
チ
〟

と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
基
礎
と
な
る
資
料
調
査
を
始
め
た
。
兵
庫

県
立
図
書
館
所
蔵
資
料
に
よ
る
明
治
・
大
正
期
の
「
工
場
通
覧
」、「
統

計
書
」、「
商
工
人
名
録
」
な
ど
か
ら
明
石
に
所
在
し
た
マ
ッ
チ
関
連
会



57

 Field Reports　宮本博　『明石の燐寸（マッチ）』刊行をめぐって

57

社
・
工
場
の

情
報
を
集
め

る
と
と
も
に
、

マ
ッ
チ
の
歴

史
や
原
料
、

製
造
工
程
な

ど
、
マ
ッ
チ

調
査
の
基
礎

と
な
る
資
料

の
収
集
に
も

在
で
も
フ
ァ
ン
や
コ
レ
ク
タ
ー
が
多
く
、
関
連
書
籍
も
刊
行
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
書
籍
に
収
載
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
と
『
商
標
公
報
』
の
情
報

や
登
記
情
報
を
比
較
検
討
す
る
と
マ
ッ
チ
会
社
の
変
遷
が
み
え
て
き
た
。

同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
ラ
ベ
ル
を
異
な
る
会
社
が
使
用
し
て
い
る
場
合
、
会

社
の
住
所
が
同
じ
で
あ
る
と
、
以
前
に
あ
っ
た
会
社
を
引
き
継
ぎ
、
ラ

ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
も
引
き
継
が
れ
た
こ
と
が
判
り
、
ま
た
、
社
名
・
住

所
が
異
な
っ
て
い
て
も
二
社
の
間
の
関
係
性
（
吸
収
・
合
併
・
引
き
継

ぎ
な
ど
）
が
推
定
さ
れ
た
。

　

日
本
燐
寸
工
業
会
の
調
査
の
中
で
、
兵
庫
県
明
石
と
い
う
文
字
は
あ

法
務
局
に
て
登
記
情
報
の
調
査
を
行
い
、
土
地
登
記
人
や
代
表
者
な
ど

会
社
の
変
遷
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
た
が
、
登
記
を
し
て
い
な
い
会

社
が
多
く
、
困
難
で
あ
っ
た
。
登
記
簿
は
あ
く
ま
で
も
登
記
上
の
情
報

で
あ
り
、
借
地
の
場
合
が
あ
る
こ
と
も
考
慮
し
な
が
ら
、
土
地
と
会
社

の
情
報
を
検
討
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
会
社
に
つ
い
て
、
昭
和
戦
前
期

ま
で
の
変
遷
を
辿
る
こ
と
が
で
き
た
。

ラ
ベ
ル
調
査

　

マ
ッ
チ
箱
に
貼
ら
れ
た
ラ
ベ
ル（
レ
ッ
テ
ル
）は
、一
九
五
五
年
頃（
昭

和
三
〇
年
代
）
か
ら
始
ま
る
広
告
マ
ッ
チ
全
盛
期
以
前
は
マ
ッ
チ
製
造

会
社
の
登
録
商
標
で
、
ラ
ベ
ル
を
見
る
と
そ
の
会
社
が
判
り
、
マ
ッ
チ

会
社
の
顔
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
の
ラ
ベ
ル
は
多
彩
な
デ
ザ
イ
ン
か
ら
現

写真 2　『明石町商工人名』（明治 31 年 9 月現
営業者）より

努
め
た
。

　
『
国
産
マ
ッ
チ　

１
３
０
年
の
歩
み
』（
二
〇
〇
五
年
）
を
発
行
し
て

い
る
一
般
社
団
法
人
日
本
燐
寸
工
業
会
（
神
戸
市
中
央
区
）
所
蔵
資
料

の
現
地
調
査
を
実
施
し
（
調
査
は
計
五
回
行
っ
た
）、
業
界
の
歴
史
や

工
場
の
名
簿
類
を
は
じ
め
、
マ
ッ
チ
ラ
ベ
ル
の
商
標
登
録
資
料
で
あ

る
『
商
標
公
報
』
な
ど
を
調
査
し
貴
重
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
、
昭
和
戦
前
期
・
戦
後
期
の
工
場
所
在
地
が
判
明
し
た
こ
と
は
後

の
調
査
を
進
め
る
う
え
で
大
い
に
役
立
っ
た
。

登
記
情
報
調
査

　

会
社
の
住
所
が
判
る
と
そ
の
情
報
の
確
認
と
詳
細
情
報
入
手
の
た
め
、
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る
が
肝
心
の
会
社
名
の
部
分
が
欠
損
し
た
状
態
の
ラ
ベ
ル
が
あ
っ
た
。

ラ
ベ
ル
の
全
体
像
を
把
握
す
る
必
要
か
ら
、『
マ
ッ
チ
ラ
ベ
ル
博
物
館
』

（
東
方
出
版　

二
〇
〇
四
年
）
な
ど
の
著
作（

１
）が
あ
る
マ
ッ
チ
ラ
ベ
ル
・

コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
り
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
加
藤
豊
氏
に
調
査

趣
旨
を
伝
え
て
お
尋
ね
す
る
と
、
そ
の
ラ
ベ
ル
の
完
全
な
画
像
デ
ー
タ

を
頂
い
た
う
え
に
、
加
藤
氏
所
蔵
資
料
の
中
か
ら
明
石
関
係
の
マ
ッ
チ

ラ
ベ
ル
の
資
料
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
神
戸
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
マ
ッ
チ
ラ
ベ
ル
を
所
蔵
し

て
い
る
と
い
う
情
報
を
得
て
、
埋
蔵
文
化
財
と
マ
ッ
チ
ラ
ベ
ル
と
い
う

繋
が
り
に
〝
な
ぜ
？
〟
と
い
う
気
持
ち
を
抱
き
つ
つ
お
伺
い
す
る
と
、

ア
ル
バ
ム
に
整
理
さ
れ
た
大
量
の
ラ
ベ
ル
が
あ
っ
た
。
神
戸
市
を
中
心

と
し
た
地
域
の
飲
食
店
等
の
広
告
マ
ッ
チ
が
主
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
戦

後
期
に
明
石
に
あ
っ
た
マ
ッ
チ
会
社
の
貴
重
な
ラ
ベ
ル
も
多
く
含
ま
れ

て
い
た
。
職
員
の
お
父
様
が
趣
味
で
収
集
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
そ
れ

を
神
戸
市
に
寄
贈
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
他
で
は
確
認
で
き
な

い
資
料
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
〝
コ
レ
ク
タ
ー
〟
収
集
の
資
料
が
近
・
現

代
の
地
域
の
記
録
と
し
て
大
い
に
役
立
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
り
、
多
く
の
ラ
ベ
ル
情
報
を
収
集
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
結
果
『
明
石
の
燐
寸
（
マ
ッ
チ
）』
巻
末
の
「
資
料
集
」

が
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
た
。

聞
き
取
り
調
査

　

調
査
開
始
当
初
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
高
齢
の

方
へ
の
対
面
調
査
は
憚
ら
れ
た
が
、
落
ち
着
い
て
き
た
頃
合
い
を
み
て

調
査
を
始
め
た
。
マ
ッ
チ
製
造
に
携
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
人
た
ち

へ
の
聞
き
取
り
で
あ
っ
た
。
資
料
調
査
に
よ
る
住
所
を
元
に
し
た
個
別

訪
問
を
主
に
実
施
し
た
他
、
地
区
の
集
会
場
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た

写真３　小箱貼りの作業風景『漁家 経済基本調査』（明石市水産会 
1937）より

り
、
市
史
編
さ
ん

担
当
の
事
務
室
ま

で
資
料
持
参
で
来

て
い
た
だ
い
た
り

し
た
。
マ
ッ
チ
製

造
や
下
請
け
の
内

職
仕
事
を
行
っ
て

い
た
時
の
様
子
に

つ
い
て
お
聞
き
す

る
と
、「
祖
父
・

祖
母
（
ま
た
は

父
・
母
）
の
頃
の

こ
と
で
分
か
ら
な

い
、
よ
く
覚
え
て
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い
な
い
」「
書
類
は
処
分
し
た
」「
写
真
な
ん
か
写
し
て
な
い
」「
一
〇

年
遅
い
わ
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
返
っ
て
き
た
。
当
時
、
直
接
携
わ
っ

て
い
た
方
た
ち
の
多
く
は
既
に
亡
く
な
り
、
不
要
と
な
っ
た
書
類
な
ど

は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
影
響
で
家
を
建
て
直
す
時
に
処
分
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
子
供
の
頃
の
記
憶
を
引
き
出
し
て
語
っ
て
い

た
だ
い
た
方
も
あ
り
、
そ
の
お
陰
で
調
査
結
果
に
奥
行
き
を
持
た
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。

操
業
中
工
場
の
調
査

　

マ
ッ
チ
産
業
に
関
す
る
調
査
に
際
し
て
基
本
的
な
事
は
、
マ
ッ
チ
づ

く
り
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
明
治
・
大
正
期
の
様
子
は
資
料
調

査
の
中
で
あ
る
程
度
把
握
で
き
て
い
た（

２
）が
、
現
在
は
ど
の
よ
う
に
し
て

マ
ッ
チ
が
作
ら
れ
て
い
る
の
か
を
実
際
に
確
か
め
る
た
め
、
操
業
中
の

工
場
へ
の
調
査
を
計
画
し
た
。
日
本
燐
寸
工
業
会
に
相
談
し
た
結
果
、

工
場
調
査
が
可
能
な
の
は
姫
路
市
東
山
に
所
在
す
る
株
式
会
社
日
東
社

し
か
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
早
速
、
日
東
社
に
お
願
い
し
て
工
場
調

査
を
行
っ
た
。

　

マ
ッ
チ
棒
の
原
料
で
あ
る
木
材
の
加
工
か
ら
薬
品
の
塗
布
・
乾
燥
、

小
箱
の
製
作
、
箱
詰
め
、
包
装
な
ど
一
連
の
流
れ
を
詳
細
な
解
説
の
も

と
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
工
場
近
く
の
東
山
自
治
会（

３
）館

内
に
日
東
社
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
て
い
る
「
マ
ッ
チ
の
里
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
の
調
査
も
併
せ
て
行
っ
た
。
な
お
、
調
査
は
写
真
撮
影
や
工
場
配

置
図
と
工
程
図
の
作
成
な
ど
の
た
め
、
二
度
実
施
し
た
。

マ
ッ
チ
産
業
と
労
働
者

　

マ
ッ
チ
産
業
の
歴
史
を
語
る
中
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
そ
の

写真４　東山自治会館（1 階に「マッチの里ミュージアム」がある）



『LINK』Vol.16　2024 年 12 月

60

主
役
で
あ
っ
た
働
き
手
、
労
働
者
た
ち
で
あ
る（

４
）。
聞
き
取
り
調
査
の
中

で
は
、
当
時
の
職
場
・
労
働
環
境
や
待
遇
に
つ
い
て
の
話
し
を
聞
く
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
大
正
期
の
新
聞
に
は
明
石
の
マ
ッ
チ
工
場
に
お
け

る
労
働
争
議
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
明
石
の

事
例
だ
け
を
紹
介
す
る
の
で
は
な
く
、
広
く
、
大
正
期
に
お
け
る
労
働

問
題
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
近
代
史
の
研
究
者

で
あ
り
前
年
度
ま
で
明
石
市
市
史
編
さ
ん
担
当
の
事
務
局
員
で
あ
っ
た

茶
谷
翔
氏（

５
）に

調
査
・
執
筆
を
依
頼
し
た
。
そ
し
て
「
燐
寸
産
業
と
労
働

者
―
概
説
と
大
正
期
の
明
石
に
お
け
る
動
向
―
」
と
い
う
原
稿
を
い

た
だ
き
、
研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

編
集
作
業

　

掲
載
写
真
の
撮
影
・
選
択
や
図
版
の
作
成
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

特
に
明
治
・
大
正
期
、
昭
和
戦
前
期
、
昭
和
戦
後
期
の
三
期
に
分
け
た

「
マ
ッ
チ
会
社
・
工
場
の
操
業
時
期
一
覧
」
と
そ
れ
ら
三
期
に
お
い
て

市
域
を
東
西
二
地
域
に
分
け
た
位
置
図
の
作
成
・
編
集
に
は
大
き
な
労

力
が
注
が
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
表
と
図
は
こ
の
度
の
調
査
成
果
を
集
約
し
た
も
の
で
、
今

後
は
、
こ
の
一
覧
表
と
位
置
図
を
基
礎
に
し
て
、
マ
ッ
チ
関
係
資
料
の

収
集
・
整
理
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

報
告
書
の
書
名
は
、
明
治
期
か
ら
の
歴
史
を
漂
わ
せ
る
た
め
漢
字
の

燐
寸
を
使
っ
た
。
し
か
し
、
今
で
は
こ
の
漢
字
を
読
め
な
い
人
が
多
い

た
め
、
ヨ
ミ
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
漢
字
に
ル
ビ
を
付
す
の
で
は
な

く
、（　

）
で
く
く
っ
た
マ
ッ
チ
の
文
字
を
漢
字
に
続
け
て
特
に
強
調
し
、

表
紙
に
お
い
て
は
漢
字
の
下
、
表
紙
の
中
央
に
よ
り
近
い
位
置
に
置
い

た
。

　

表
紙
の
色
は
、
マ
ッ
チ
の
頭
（
頭
薬
）
を
擦
っ
て
発
火
さ
せ
る
た
め

に
箱
に
塗
ら
れ
た
薬
品
（
側
薬
）
の
色
で
あ
る
焦
げ
茶
色
を
採
用
し
、

書
名
の
文
字
色
は
、
マ
ッ
チ
が
発
火
し
た
時
の
炎
の
色
を
表
わ
す
赤
色

と
し
て
、
目
に
付
き
や
す
さ
を
考
慮
し
た
。
表
紙
の
画
像
デ
ザ
イ
ン
は
、

明
治
期
か
ら
昭
和
戦
後
期
ま
で
明
石
で
作
ら
れ
た
個
性
豊
か
な
商
標
ラ

ベ
ル
の
中
か
ら
特
徴
的
な
も
の
を
選
び
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
配写真５　『明石の燐寸（マッチ）』表紙
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置
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
表
紙
デ
ザ
イ
ン
を
は
じ
め
、
本
文
の
編
集
・
構
成
、
写

真
撮
影
や
図
版
作
成
な
ど
当
書
の
製
作
全
般
に
わ
た
っ
て
、
現
代
史
の

研
究
者
で
あ
り
、
当
時
明
石
市
史
編
さ
ん
担
当
の
事
務
局
員
で
あ
っ
た

本
井
優
太
郞
氏（

６
）の

尽
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

お
わ
り
に

　

明
石
に
お
け
る
マ
ッ
チ
産
業
の
調
査
は
、こ
の
『
明
石
の
燐
寸
（
マ
ッ

チ
）』
が
刊
行
さ
れ
て
完
結
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
調
査
に
際
し
て
多

く
の
方
々
か
ら
お
話
し
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
や
は
り
、

ま
だ
ほ
ん
の
一
部
分
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
。
本
書
の
刊
行
が
、

か
つ
て
明
石
で
盛
ん
で
あ
っ
た
マ
ッ
チ
づ
く
り
に
つ
い
て
の
資
料
や
記

憶
を
引
き
出
し
て
行
く
た
め
の
契
機
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

註（
１
） 

他
に
、『
マ
ッ
チ
レ
ッ
テ
ル
万
華
鏡
』（
白
石
書
店　

二
〇
〇
一
年
）、『
マ
ッ

チ
ラ
ベ
ル
パ
ラ
ダ
イ
ム
』（
木
耳
社　

二
〇
一
一
年
）
が
あ
る

（
２
） 『
少
年
工
芸
文
庫　

第
十
六
編　

マ
ッ
チ
の
巻
』（
博
文
館　

一
九
〇
三
年
）、

『
本
邦
燐
寸
及
砂
糖
論
』（
隆
文
館　

一
九
一
〇
年
）
な
ど
の
記
述
に
よ
る

（
３
） 

用
地
と
会
館
建
物
は
二
〇
二
〇
年
に
日
東
社
か
ら
東
山
地
区
へ
寄
贈
さ
れ
た

（
４
） 『
日
本
の
下
層
社
会
』（
横
山
源
之
助　

一
八
九
九
年
）
や
『
職
工
事
情
』
第

二
巻
「
燐
寸
職
工
事
情
」（
農
商
務
省
商
工
局　

一
九
〇
三
年
）
に
明
治
期

の
マ
ッ
チ
工
場
の
労
働
環
境
が
記
さ
れ
て
い
る

（
５
） 

現
在
、
神
戸
大
学
文
書
史
料
室
特
命
助
教　

（
６
） 

現
在
、
武
庫
川
女
子
大
学
文
学
部
歴
史
文
化
学
科
専
任
講
師




